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自己紹介、発表背景、内容

▪ 自己紹介
• 小川 宗晃 (Muneaki Ogawa)

• 3GPPのArchitectureやSignaling (C-Plane)周りが好みです

▪ 発表背景
• OMNI#2では free5GCのSignallingをend-to-endで解析してみた を発表して楽しかったのでま

た発表したいと思っていた。

• Zennで 3GPP仕様書リーディングガイド(5GS編) という記事を書いて割と好評だったので、い
ろいろ補足しつつ話したくなった。

• 3GPP仕様を好きな人を増やしたい。

▪ 話す内容
• 主に 3GPP仕様書リーディングガイド(5GS編) の内容を話します。

• 3GPPとは何かという基本的な話も少しあります

• その他、3GPP最新動向調査ガイド (基礎編) の内容もあります。

• (時間の許す限り)実演もしたいと思います

▪ 対象者
• 次ページ

https://github.com/omni-jp/meetup/blob/master/meetup%232/20210413_free5GC%E3%81%AESignaling%E3%82%92end-to-end%E3%81%A7%E8%A7%A3%E6%9E%90%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%BF%E3%81%9F.pdf
https://zenn.dev/nic/articles/0d71b805e8b5fe
https://zenn.dev/nic/articles/0c3be6394b2000


Mastering 5GC Spec (仕様に強くなる！おすすめの勉強法)

5GCに詳しい人はまだ少ない気がします。以下は、おすすめの勉強の仕方です。

▪ ステップ0
• 日本語の入門書(e.g. 5G教科書)や解説記事(e.g. ドコモのテクニカルジャーナル)等を見て雰囲

気をつかむ。ここで新機能やコンセプトを理解しておくと次のステップが楽になる。なお、グ
グって出てくる一般向けの情報は不正確な情報が多いのであまり見ないほうがよい。

▪ ステップ1
• 3GPPのアーキテクチャ、動作仕様(Stage 2仕様)であるTS 23.501 ~ TS 23.503、TS 33.501を

読む。Optionalな機能はひとまず読み飛ばしてOK。

▪ ステップ3
• free5GCなど実際に動かしてキャプチャを見てみる。キャプチャとTS 23.502を平行して見て

コールフローの大まかな流れと信号の役割を理解する。

▪ ステップ4
• プロトコル仕様(Stage3仕様)であるTS 24.501やTS 29.5xx等を読む。ステップ3で取得したパ

ケットをより詳細に解析したり、興味のある機能を深堀りしたりしてみる。

▪ ステップ5
• ここまできたら、3GPPの最新のリリースや動向を追ってみたり、最近追加された機能を実装

してOSS活動に貢献したり、いろいろできるようになると思います！

前回資料より抜粋
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このあたりの作業を助ける
のが今回の発表の目的
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ステップ０から先に進みたい3GPP仕様書初心者向け



3GPPとは

▪ 3GPP(3rd Generation Partnership Project)は1998年に発足した3Gシステムの標準化
作業を行うパートナーシッププロジェクト※として発足。
• ARIB、TTC(日本)、ATIS(米国)、CCSA(中国)、ESTI(欧州)、TTA(韓国)、TSDSI(インド)の

SDO(Standards Developing Organization) がパートナーとして参加。

※よく誤解されてているが、3GPPは
SDOが集まってできたプロジェクトであ
り厳密には標準化団体ではない（法人
格ももたない）。3GPP仕様は各SDOに
差分なくダウンストリームされ、各
国・各地域の標準規格として拘束力を
もつ。そのため3GPP仕様は国際標準と
して位置づけられている。

 (地域)標準化団体

↓ パートナーシッププロジェクト



3GPPと標準化団体との関係

▪ 標準化団体のETSI(欧州)やTTC(日本)は3GPPで作成された仕様書を標準仕様書として
ダウンストリームする。（ここで初めて標準になる。）
• 中身は同じで表紙だけ取り替えてるため、ETSIのTSはPDFで読みたい人に好まれている。

• 各標準化団体では標準として用いたい特定のバージョンだけダウンストリームする。

pdf

word
ダウンストリーム

pdf



3GPP標準化の進め方

▪ 3GPPではReleaseという単位でサービス・機能群をまとめて仕様書を公開している。

▪ 各ReleaseはStage 1, 2, 3の順に標準化が進んでいく。
• ウォーターフォール型開発が要件定義、基本設計、詳細設計の順に進むのと似ている。

• ReleaseのStage 1の開始からStage 3の終了まで2年程度の期間を要する。

▪ あるStageの標準化が完了すると、それ以降のそのStageの仕様への機能追加が禁止される
(freezeという)。

time

Release-x Stage 3（プロトコル・シグナリング）

Release-X Stage 1（サービス仕様）

Release-X Stage 2（アーキテクチャ・動作手順）

Release-X



（参考）Stageの起源：ITU-T I.130

Stageという方法論はISDN
の標準化の過程でITU-T 
I.130で体系化されたもの



仕様書の表紙を読み解く



仕様書の表紙を読み解く

このドキュメントが仕様書TS (Technical 
Specification)であることがわかる。

技術レポートならTR (Technical Report)と
記載される。

ドキュメントの番号を表す。TS/TR
を一意に識別する。

ドキュメントのSeriesを表す。
23 seriesなのでアーキテク
チャを規定する仕様書であ

るとわかる。



TSとTR

▪ 各Stage内ではWI(Work Item)という単位でサービス・機能の仕様化、つまり
TS(Technical Specification)の作成や既存TSへの反映が行われます。

▪ 新しい分野のサービス・機能の場合は仕様化に先立ち、SI(Study Item)で、課題、解
決策、仕様化の方向性がTR(Technical Report)にまとめられることがある。
• TRは仕様ではないため、標準化団体（e.g. ETSI）が3GPPからDSすることは意図されてない

TRの例

 TRには普通はxx.7xxやxx.8xx といった
番号帯が使われる。
TRとTSの番号が被ることはない。



https://www.3gpp.org/specificati
ons/specification-numbering

Series

▪ 仕様書の対象分野を表す
• 22 series: 要求条件、サービス仕様

(stage 1)

• 23 series: アーキテクチャ、動作仕様
(stage 2)

• 24 series: UE - NW間プロトコル
(stage 3)

• 28 series: NW管理
(stage 3)

• 29 series: コアNW内プロトコル
(stage 3)

• 31 series: USIM

• 33 series: セキュリティ

• 36 series: LTE無線

• 38 series: NR無線

https://www.3gpp.org/specifications/specification-numbering


仕様書の表紙を読み解く

Stage 2であることを表す。

Release 17のドキュメン
トであることを表す。

Release-17 Stage 3

Release-17 Stage 1

Release-17 Stage 2

Release-17



仕様書の表紙を読み解く

バージョン情報を表す。
x(メジャー).y(マイナー).z(パッチ)のような

バージョニングをしている。

Releaseを表す。メジャーバー
ジョンに相当する。



バージョン

TSGで仕様書が承認される前の段階
• 0 新規ドラフト
• 1 TSGに策定状況の報告用
• 2 TSGへの承認要求用
V1.0.0 = 安定した完成度の高いバージョ
ンではない！

メジャーバージョンが上がると、下
位のバージョンはリセットされる



ファイル名からバージョンがわかる

h20 → h.2.0 → 17.2.0

Release
10 a
11 b
12 c
13 d
14 e
15 f
16 g
17 h
……



仕様の種類(強さ)

▪ 仕様書を最初に読む際には、先ずは必須の機能に相当する要件(Requirement)と推奨
(Recommendation) から理解していくのがおすすめ。

▪ 許可(Permission)で規定される仕様はオプションの機能に相当するため、機能の取捨
選択をする際には重要になってきます。（使う側と作る側で捉え方が異なる）

TR 21.801 Annex Eを参考に作成



5GSのStage 1, 2の仕様書を読む

▪ 5GSに関係する代表的なStage 1, 2の仕様書

▪ Stage 1
TS 22.261 Service requirements for the 5G system

▪ Stage 2
TS 23.501 System architecture for the 5G System (5GS); Stage 2
TS 23.502 Procedures for the 5G System (5GS); Stage 2
TS 23.503 Policy and charging control framework for the 5G System (5GS); Stage 2
TS 33.501 Security architecture and procedures for 5G system

▪ 3GPP仕様書の一般的な構成
• Contents (目次)
• Foreword (序文)
• Introduction (イントロダクション)
• Scope (スコープ)
• Reference (参照)
• Definitions and abbreviations (定義と略語)
• 本文
• Annex (normative/informative) 

先ずはスコープから、この仕様書が
自分の目的に合っているか確認

次に本文の目次から仕様の全体構造
を把握する

https://portal.3gpp.org/desktopmodules/Specifications/SpecificationDetails.aspx?specificationId=3107
https://portal.3gpp.org/desktopmodules/Specifications/SpecificationDetails.aspx?specificationId=3144
https://portal.3gpp.org/desktopmodules/Specifications/SpecificationDetails.aspx?specificationId=3145
https://portal.3gpp.org/desktopmodules/Specifications/SpecificationDetails.aspx?specificationId=3334
https://portal.3gpp.org/desktopmodules/Specifications/SpecificationDetails.aspx?specificationId=3169


5GSのStage 1, 2の仕様書を読む

▪ 実演：TS 23.501



5GSのStage 3の仕様書を読む ~ non-SBI仕様書

コントロールプレーン
(HTTP (REST))
Service Based Interface

ユーザプレーン (GTPv1-U)
TS 29.281

コントロールプレーン
non-HTTP

PFCP TS 29.244NGAP TS 38.410~

NAS TS 24.501



5GSのStage 3の仕様書を読む ~ SBI仕様書



動作仕様からプロトコル仕様を読み解く

▪ 実演：TS 23.502のPDU Session Establishment

▪ 参考：nickel0/3GPP-Overall-Architecture

https://github.com/nickel0
https://github.com/nickel0/3GPP-Overall-Architecture


まとめ

▪ 主なポイント
• 3GPPの概要から標準化プロセスなど知っておくと意外と役に立つ。

• 仕様書の表紙の仕様書番号には色々な意味があるので理解しておく。

• 仕様の強さ（shall, should, may…）は仕様の正確な理解に不可欠。

• 仕様書は先ずScopeを確認し、本文の構造を把握するのがおすすめ。

• E2Eで仕様を調査するのは大変。自分にとっての仕様書の地図を持とう。

▪ さいごに
• コミュニティを通じてモバイル技術や5GSに詳しい人とつながりたいです。

質問や議論したいことがあったらOMNIのSlackやtwitterで話しかけてくれると嬉しいです！


